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	保健だより 11月号
	「見る派?」
	「聞く派?」
	やってみる派?」
	VAKで自分を知ろう
	友だちに「この問題、どうやって解くの？」と聞かれたら？
	どれも大正解！人によって「自然にやってしまう方法」が違います。

	その違いのヒントになるのが「VAK (ブイ・エー・ケー)」
	私たちは、目・耳・体を使って情報を受け取ったり、伝えたりしています。
	どれを使いやすいかには、人それぞれ「クセ」があります。
	(Visual/見る)
	目で見ること
	(Auditory/聞く)
	（Kinesthetic/感じる・動く）

	VAKの特徴と「わかりやすい伝え方」
	VAKタイプ

	セルフチェック：あなたはどのタイプ？
	V（見る）
	Vの数：（　　）個


	A（聞く）
	Aの数：（　　）個
	K（感じる・動く）
	Kの数：（　　）個

	注意！これは「性格診断」ではありません
	人間関係のヒント：伝わらないときは「入り口」を変えてみよう
	勉強のヒント：得意な感覚を入り口に、全部組み合わせよう！
	記憶への定着
	見て
	声に出して
	手で書く

	保健室からのみなさんへ
	人間関係で「なんだかうまくいかないな」と感じたときは、
	いつでも保健室に話しに来てくださいね。

